
JST START大学・エコシステム推進型 
スタートアップ・エコシステム形成支援事業
レジリエント社会の構築を牽引する起業家精神育成プログラム

2023年度

復興プロセスを
振り返って考える
未来のレジリエンス

報告書

CONTACT　お問い合わせ
レジリエント社会の構築を牽引する
起業家精神育成プログラム事務局
https://resilience-edu.jp/contact/



01 02

プ
ロ
グ
ラ
ム
趣
旨

プログラム趣旨

世 界 的 な 災 害 デ ー タ ベ ー ス の 1 つ で あ る Center for Research on the 

Epidemiology of Disasters（CRED）の Emergency Events Database によると、

2022 年の 1 年間で、世界中で 387 件の自然災害が発生し、3 万人を超える命が奪

われ、1 億 8 千万人の人が被災しました。災害の程度は、その災害の種類や場所、

政治、経済、技術、文化などのコミュニティの背景など、複数の要因によって異なっ

てきます。多くの自然災害が深刻化し、それらの災害が複雑に相互作用しているこ

とから、リスク軽減や意思決定の戦略を統合的かつ多角的に検討することが必要と

なってきます。

日本は、その立地条件から、多くの甚大な地震、津波、台風、豪雨を経験して

きました。特に、1995 年に発生した阪神・淡路大震災は、当時、第二次世界大戦

後に発生した地震災害としては最大規模で、世界中に衝撃を与えました。その後、

1996 年からこれまでに日本で発生した人的被害を伴う地震は 178 に上り（2024 年

1 月 9 日現在）、なかでも 2004 年の新潟県中越沖地震、2011 年の東北地方太平洋

沖地震、2016 年の熊本地震、2018 年の北海道胆振東部地震による被害は甚大なも

のでした。そして、2024 年元旦に能登半島地震が発生しました。また、地震だけ

でなく、2018 年の西日本豪雨や 2019 年の令和元年東日本台風では、河川の氾濫

や土砂崩れなどによって多くの人が犠牲になりました。さらに、2019 年に発生し

た新型コロナウィルス感染症の世界的流行は、たくさんの死者を出しただけでなく、

世界中の人たちの生活様式を大きく変えることになりました。

今、それぞれの災害発生から時が経ち、日本では同時に進むさまざまな復興プロ

セスやフェーズを観察することができます。神戸は、阪神・淡路大震災からの復興

プロセスがすでに終了しており、その復興プロセスから「Build Back Better（よ

り良い復興）」について長期的な検証ができます。また、東日本大震災により甚大

な被害を受け、現在も復興に取り組む地域がある東北地方では、これまでの復興プ

ロセスを振り返りながら、今後の復興方針を検討しています。本プログラムでは、

過去の災害と復興プロセスについて学び、レジリエント社会の実現に向けたビジネ

スプランを立案するプロセスを通じて、創造的価値を生み出す事業を創出・持続で

きる人材の育成を目指します。

本プログラムは、JST START 大学・エコシステム推進型 スタートアップ・エコ

システム形成支援事業の一環で実施しました。また、神戸大学高等教育院未来世紀

都市学研究アライアンスから支援をいただきました。

＜表紙の写真＞ 宮城県牡鹿郡女川町
＜裏表紙の写真＞ 神戸大学自然科学系図書館

JST START 大学・エコシステム推進型
スタートアップ・エコシステム形成支援

本事業は、内閣府が選定した「スタートアップ・エコシステム拠点都市」におい

て中核となる大学・機関から構成されるプラットフォームに対し、アントレプレナー

シップを有する人材の育成とスタートアップ創出へ一体的に取り組むための活動を

推進しています。大学から生まれる優れた技術シーズの実用化やアントレプレナー

シップを有する人材の育成を強力に支援し、新型コロナウイルス感染症の世界的大

流行後の社会変革や社会課題解決に繋がる社会的インパクトの大きいスタートアッ

プが持続的に創出される体制を構築することを目指しています。現在、7 つのプラッ

トフォームが採択されています。

・京阪神スタートアップ アカデミア・コアリション
・Greater Tokyo Innovation Ecosystem
・Tokai Network for Global Leading Innovation
・Platform for All Regions of Kyushu ＆ Okinawa for Startup － ecosystem
・みちのくアカデミア発スタートアップ共創プラットフォーム
・Peace ＆ Science Innovation Ecosystem
・北海道未来創造スタートアップ育成相互支援ネットワーク

スタートアップ・エコシステム拠点都市において中核となる大学・機関と複数機

関の連携によるプラットフォームにて、アントレプレナーシップを有する人材の育

成と大学発スタートアップ創出に必要となる（1）起業活動支援プログラムの運営、

（2）アントレプレナーシップ人材育成プログラムの開発・運営等、（3）起業環境の整

備、（4）拠点都市のエコシステムの形成・発展に係る活動を行っています。「レジリ

エント社会の構築を牽引する起業家精神育成プログラム」は、（2）アントレプレナー

シップ人材育成プログラムの開発・運営等の一環で実施しています。

ウェブページ：https://www.jst.go.jp/start/su-ecosys/index.html
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レジリエント社会とは

レジリエンス（resilience）とは、一般的に「弾力。復元力。また、病気などか

らの回復力。強靭さ。（デジタル大辞泉［小学館］）」という意味を持ち、近年では

心理学的に「困難で脅威を与える状況にもかかわらず、うまく適応する過程や能力」

のことを指して使われることが多い言葉です。さらに、レジリエンスの概念は、企

業や行政などの組織、社会・経済現象、防災・減災などにおいて備えておくべき能

力として重要視されています。

本プログラムでは、レジリエンスを「システム・企業・個人が極度の状況変化

に直面したとき、基本的な目的と健全性を維持する能力（「Resilience」Andrew 

Zolli and Ann Marie Healy [2013]）」と定義し、レジリエント社会を「極度の状

況変化に直面したとき、基本的な目的と健全性を維持できる社会」とします。レジ

リエント社会は、以下の 3 種類の状態を実現することができると考えられます。

0. 非レジリエント社会

1. 発災時のダメージが小さい状態

２. ダメージからの回復が早い状態

3. 1 と 2 の両者をもつ状態

時間
防災・減災 防災・減災復旧 復興発

災
緊
急

応
急

時間
防災・減災 防災・減災復旧 復興発

災
緊
急

応
急

発災によって受けたダメージから以前と同じ状態へ戻すというよりも、「生活

空間が地震・津波の高いリスクに晒されていたことが明らかとなった以上、以前

よりも良い形での再生（『復興的創造について』浜口伸明［2013］）」を目指し、

「新たな地域の歴史を作る営み（『大災害の経済学』林敏彦［2011］）」を促すこと、

すなわち「創造的復興」の考え方が未来のレジリエント社会の実現には必要不可

欠となります。

時間

価値

機能

レジリエント社会を目指した
事業創出プロセス

本プログラムでは、Andrew Zolli と Ann Marie Healy のレジリエンスの定義

と創造的復興の考え方を基に、レジリエント社会の構築を牽引する人材を「社会シ

ステムの脆弱性を読み解き、災害による変化を予測して、創造的価値を生む事業を

創出・持続する人」と定義します。

災害に対するレジリエント社会を目指した事業創出のプロセスを下図に示してい

ます。ここでは、極度の状況変化に直面したときに、基本的な目的と健全性を維持

することのできる社会を「レジリエント社会」、地震や豪雨などを「極度の状況変

化」、地震や豪雨などによってダメージを受けた社会を「極度の状況変化による影

響を受けた社会」と呼ぶことにします。レジリエント社会の実現に向けた事業創出

プロセスで特徴的なのは、レジリエント社会を描きながら、その一方で、極度の状

況変化による影響を受けた社会を予測することです。そして、この 2 つの社会を

比較してギャップ（問題）を探索します。また、現在の社会と極度の状況変化によ

る影響を受けた社会を比較することで、社会の脆弱性（原因）を読み解きます。問

題と原因からレジリエント社会を実現するために取り組むべき課題を設定し、その

課題の解決策を立案して、事業化へ進んでいきます。このプロセスは、1 つずつ順

番通りに進んでいくわけではなく、行ったり来たり、右往左往しながら（英語では

iteration という）、進んでいきます。

レジリエント社会

実行

試行・検証事業案解決策現在の社会

極度の状況変化による
影響を受けた社会

ギャップ（問 題）

レジリエント社会を
実現するための取り組み

（課 題）

脆
弱
性（
原 

因
）

[　　  ]

極度の状況変化
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事業を実行する
レジリエント社会の実現に向けて行動する

レジリエント社会を理解する
基本的な目的と健全性を維持することのできる社会を描く

5. 社会的価値と経済的価値を両立する事業を立案する
持続的に解決策を実行するためのビジネスとは？
「協力者」と「資源」を確保するには？

4. 課題・解決策を設定するー自助・共助・公助の視点からー
自助・共助・公助の視点からレジリエント社会を実現するために

取り組むべきこととは？

3. 問題を設定する
レジリエント社会と災害を
受けた社会のギャップとは？

2. 社会システムの
脆弱性を見つける
災害の原因とは？

1. 極度の状況変化による影響を予測する
災害を受けた社会とは？

新
た
な
課
題
を
発
見
す
る
（
不
断
の
革
新
、
新
た
な
社
会
像
を
描
く
）

事
業
の
構
想
を
通
じ
て
、
そ
の
背
景
に
あ
る
思
い
・
志
を
再
確
認
す
る
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プログラムの思考プロセス

米国の心理学者である Joy Paul Guilford は、発散的思考と収束的思考という概念

を提唱しました。前者は与えられた条件から多種多様な発想を生み出すときの思考

で、後者は論理的に唯一の適切な回答や解決に収斂して求めるときの思考です。こ

の 2 つの思考は、問題解決のプロセスにとても重要な役割を果たしています。2004

年に英国 Design Council が提唱した Double Diamond は問題解決プロセスのフ

レームワークで、発散的・収束的思考の組み合わせをひし形（ダイアモンド）で表

しています。レジリエント社会をつくるための事業立案プロセスを発散的・収束的

思考を示す Double Diamond になぞらえると、下図のように表すことができます。

レジリエント社会の構築を
牽引するために必要な力

本プログラムでは、アントレプレナーの基本的スキル・能力と共に次の 5 つの

能力を身につけることで、レジリエント社会に資する新規事業を設計・実装する

ことができると考えています。 

1. 極度の状況変化による影響を予測する
現在の状況を理解するだけなく、未来に起こるであろう災害によってどのように

社会が変化するかを過去の事例とコンピュータシミュレーションから予測すること

ができるか。

2. 社会システムの脆弱性を見つける
現在の社会と極度の状況変化による影響を受けた社会を比較し、社会をシステム

として捉えることで、その影響の原因を特定することができるか。また、その原因

が社会システムの背景（政治、法律、経済、文化など ) の影響を受けることを理解

しているか。

3. 問題を設定する
レジリエント社会と極度の状況変化による影響を受けた社会を比較し、その

ギャップを捉えることができるか。

4. 課題・解決策を設定する―自助・共助・公助の視点から―
民間企業だけではなく、個人の力、地域社会あるいは自治体・国の力を活用する

ことで、実現可能性と持続可能性を持ち合わせた復興や防災・減災に資する事業の

アイデアを出すことができるか。

5. 社会的価値と経済的価値を両立する事業を立案する
復興、防災・減災にかかる価値（社会的価値）を提供すると同時に、経済的価値

を生むことで、持続可能性の高い事業を立案できるか。
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神戸セッション

  8  月  22 日 特　別  オリエンテーション

     講義１  レジリエンス概説―システムモデルを中心に―

     講義２  社会システムの脆弱性・問題と課題の設定

  8 月  23 日 講義3  極度の状況変化―コンピュータシミュレーションから予測する―

     フィールドワーク1  人と防災未来センター

  8 月  24 日 講義４  災害心理

     講義5  極度の状況変化―過去から学ぶ―

     フィールドワーク2  JR 六甲道駅周辺の災害復興

  8 月  25 日 ワークショップ1  社会システムの脆弱性

     特　別  中間発表 1

宮城セッション

  8 月  29 日 講義6  女川町の復興―女川町の公民連携のまちづくり―

     フィールドワーク3  宮城県牡鹿郡女川町

  8 月  30日 フィールドワーク4  石巻市震災遺構大川小学校

     フィールドワーク5  宮城県石巻市雄勝町

     ワークショップ2  自助・共助・公助

  8 月  31 日 ワークショップ3  社会的価値と経済的価値の両立

     特　別  中間発表 2

  9 月   1日 フィールドワーク6  山元町震災遺構中浜小学校

     ワークショップ4  被災の集合的記憶から災害文化の創造へ

仙台セッション

  9 月  10 日 特　別  中間発表 3

  9 月  11 日 特　別  個人ワーク

  9 月  12 日 特　別  最終発表
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阿部 晃成　ABE Akinari
雄勝町の雄勝地区を考える会 代表
ogatsu.abe.akinari@gmail.com

石田 祐　ISHIDA Yu
関西学院大学 人間福祉学部 教授
ishidayu@kwansei.ac.jp

加藤 知愛　KATOH Tomoe
パイロット・プラクティス株式会社 代表取締役
idealisez@idealisez.tank.jp

祗園 景子　GION Keiko
神戸大学 V.School 准教授
kgion@port.kobe-u.ac.jp

北岡 和義　KITAOKA Kazuyoshi
徳島大学 創成科学教育分野 准教授
kitaoka@tokushima-u.ac.jp

高島 徹　TAKASHIMA Toru
新潟大学 社会連携推進機構 教授
takashima@ccr.niigata-u.ac.jp

武田 浩太郎　TAKEDA Kotaro
宮城大学 事業構想学群 特任准教授
takedako@myu.ac.jp

鶴田 宏樹　TSURUTA Hiroki
神戸大学 V.School 准教授
tsuruta@kobe-u.ac.jp

友渕 貴之　TOMOBUCHI Takayuki
宮城大学 事業構想学群 助教
tomobuchit@myu.ac.jp

中原 有紀子　NAKAHARA Yukiko
京都大学 産官学連携本部 研究員
nakahara.yukiko.7e@kyoto-u.ac.jp

三上 淳　MIKAMI Jun
神戸大学 V.School 客員准教授
かもめソリューションズ 代表
jun_mikami@kamome-solutions.com

本江 正茂　MOTOE Masashige
東北大学大学院 工学研究科 准教授
宮城大学 事業構想学群 教授（クロスアポイントメント）
motoe@tohoku.ac.jp

プログラム設計・運営メンバー

（五十音順）
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レジリエンス概説
―システムモデルを中心に―
玉置 久　神戸大学 V.School スクール長  
   神戸大学大学院 システム情報学研究科 教授

機械のシステムの設計では、危険領域を避けると効
率は落ちる。性能を求めて危険領域ギリギリを攻め
ると取り返しがつかない事故が起きるかもしれない。
海外旅行に例えると、パスポートや貴重品の管理を
どうしますか？取られないようにするか、取られた
らどうするかを考えるか、どちらの立場に立つかで
次の行動が大きく変わってくる。津波で言えば、超
えてこないようにするか、超えたときにどうするか。
普通は安全側をみて行動する。ところが、一回少し
危険なところまで行っても、機能が短時間で回復す
る、むしろ性能が上がることだってある。そのよう
な考え方がレジリエンスだと言えるだろう。車のド
リフトのような理想のラインを描けるのがレジリエ
ントなのではないだろうか。

講義１

人と防災未来センター

人と防災未来センターは、1995 年に発生した兵庫県
南部地震による阪神・淡路大震災の経験と教訓を継
承し、防災・減災に必要な情報を発信するために設
立された施設である。各受講生は自らが構想してい
る新規事業の内容を足掛かりに、展示されている膨
大な資料から情報収集した。

フィールドワーク1

極度の状況変化
―コンピュータシミュレーションから予測する―
飯塚 敦　神戸大学 都市安全研究センター 教授

シミュレーションには「なんちゃってシミュレーショ
ン」と「正直シミュレーション」の大きく２つあって、

「なんちゃってシミュレーション」は、説明を補足す
るためのもの。一方「正直シミュレーション」とい
うのは複雑な事象を理解するためのもの。これらの
大きな違いの一つは、「情報の劣化」で、地震動は
波で時間経過があるにもかかわらず、「震度」のよ
うな一次元のスカラー量にしてしまうと、情報の劣
化が大きく、予測がどれだけ正しいか分からない。
そのため、私たちの研究チームでは、デジタルツイ
ンと呼ばれるコンピュータ上に都市の詳細なモデル
を作ってシミュレーションをしている。さまざまな
シナリオに応じてシミュレーションができるので、
この技術を使って、企業と連携して災害リスクを低
減するような投資ができる仕組みを作っている。
ESG 投資などが追い風になり、「新たな共助」を増
やしていく狙いがある。

講義３

物事をシステムとして捉えるためのシステム思考とシステ
ムアーキテクチャの方法についてワークショップを通じて
学んだ。架空の町を設定し、その街における防災対策案を
検討した。具体的には、極度の状況変化が起こった際に架
空の町の町内バスのシステムが受ける影響を考えるため、
グループで町内バスシステムの要件を書き出し、整理した。
その後、システムの脆弱性を特定することで「現状」と「あ
りたい姿」のギャップを考えた。

社会システムの脆弱性
祗園  景子　神戸大学 V.School 准教授

ワークショップ1

JR 六甲道駅周辺周辺の災害復興
松下 正和　神戸大学 地域連携推進本部 特命准教授

神戸大学から JR 六甲道を歩き、特に被害の大きかったアー
ケードを被災時の写真と見比べながら、被災時と現在の状
況を実際に見学することで、極度の状況変化の一例を体験
した。

フィールドワーク2

皆さんは「死ぬかもしれない状況」を体験したことはあり
ますか。
人は自身の生命が脅かされた時、「闘争・逃走反応」といっ
て、戦う・逃げることに対して信じられない力を発揮でき
る。その反面、強いストレスがかかり、長期間に及ぶと体
や精神に悪影響が残ることがあり、心的外傷後ストレス障
害（PTSD）や急性ストレス障害（ASD）と呼ぶ。
被災者の心理状態は被害発生から時間経過に沿って、 急性
期、反応期、修復期に分けられる。サバイバーズ・ギルト

（survivor's guilt）という、被災から生還した人たちが感
じてしまう罪悪感や、予測し得ないような出来事や困難を
乗り越えた上で、成長した感覚を得る、心的外傷後成長

（PTG）など、さまざまな症状がある。被災者の方々は平
気に見えても少なからず傷を負っている。インタビューの
際は、彼・彼女らへの配慮だけでなく、自分たちも傷つく
ことがあることも覚えておいてほしい。

災害心理
齊藤  誠一　大阪信愛学院大学 教育学部 教授

講義４

皆さんは「歴史資料」と言われて何を想像されるでしょうか。
古文書や土偶なんかを思い浮かべるかもしれないが、それ
だけではない。「どこにでもあるけど、そこにしかないもの」
は全て歴史資料である。博物館や図書館だけでなく、個人
宅や公民館などにあるこれらの資料を阪神大震災の時にボ
ランティアで救出する活動した。この活動によって、人々
が喪失感から「日常性」を取り戻すことに気づき、現在、
私は南海地震の津波伝承碑を活かした地域防災活動を支援
している。しかし、真面目に防災訓練をすればするほど、
指定避難所まで避難するのにとても時間がかかることが分
かり、絶望するという現実があったりする。一方で、「地
域の祭りに組み込む」、「50 年ごとに建て替える」など、
先人の工夫から防災活動が息づいている地域もある。過去
から何を学び未来に活かすか。リアリティとリアルの差を
受け入れながら、地域の固有の具体性から出発する重要性
を考えてほしい。

極度の状況変化―過去から学ぶ―
松下 正和　神戸大学 地域連携推進本部 特命准教授

講義 5

社会システムの脆弱性・問題と課題の設定
鶴田 宏樹　神戸大学 V.School 准教授

社会システムとは何か、脆弱性とは何か。社会システ
ムの脆弱性を理解することにより、自分が描くアイデア
が社会のどの部分の何にレジリエンスを与えるのかを
考えることにつながる。社会システムを政治、法律、 経
済、技術、環境、文化、人間の７つの視点に分けて見
る 「PLETECH」の視点を紹介し、受講生がこれから練
り上げる事業アイデアがどの脆弱性の解決を目指すも
のかを整理する視点を具体例を挙げて方法論を学んだ。

講義２
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女川町の復興―女川町の公民連携のまちづくり―
青山 貴博　女川町総務課公民連携室 室長

女川町は、建造物の被災率が全国で最大の自治体。
3 回 の 津 波 で、 更 地、 つ ま り、 何 も 無 く な っ た。
2011 年 4 月 19 日に民間任意団体「女川町復興連絡
協議会（以下 FRK）」が発足し、FRK の設立の挨拶で、
高橋商工会会長が発した言葉に、皆が驚いた。「還
暦以上口出すな」。戸惑いつつも、皆が納得し、こ
れに行政が理解を示し、長きにわたる公民連携によ
る復旧・復興が始まった。持続的に街を存在させる
ため。小さい経済を回す。止まらないように。活動
人口という、交流人口よりくだけた、女川を使い倒
してくれる人を増やしたい。ここに来て学ぶ、それ
だけでも、活動人口。粘り強い公民連携で策定され
た計画なので、スムーズに実行に移すことができた。
一等地を町有地として公民連携のエリアマネジメン
トにしたことで、「シャッター商店街」にならない
ように、土地と建物の所有と利用を分離するなど、
丁寧なデザインをした。これを実現するために補助
金の仕組みを国に直談判し新たに制度を作ってもら
い、まちなか再生計画策定した。現在は、中心部が
既存施設でありながら道の駅の指定を得るなど、新
しい公民連携のあり方を実行し続けている。「住み
残る」・「住み戻る」・「住み来たる」まちを目指して。

講義 6

宮城県牡鹿郡女川町
青山 貴博　女川町総務課公民連携室 室長

マイクロバスに乗車し、病院や学校、高台の居住区
域など町全体について車窓から説明を受けた。スー
パーや郵便局など日々の生活に欠かせない施設や商
店などを街の中心部に据えて、人々が集う空間となっ
ているのを見学した。その一方で、商業と居住のエ
リアを分けたことによって、町内の移動手段が徒歩
から車やバスへと変わっていくなど、新たな課題に
も取り組み始めていることを学んだ。

フィールドワーク3 

石巻市震災遺構大川小学校
只野 哲也　Team 大川未来を拓くネットワーク

2011 年 3 月 11 日の東日本大震災があった日に石巻市
立大川小学校で何が起こったのかについて、当時生徒
だった只野哲也さんからお話を伺った。大川小学校が
あった釜谷地区は「海から山側に進んできた津波」と

「北上川を遡上し海側に戻るように流れた津波」の二
つの津波に襲われた。只野氏本人は、津波に飲まれな
がらも、近くの山によじ登った。同じように山に逃げ
た人たち数人と気温が下がっていく夜を過ごし、翌日
に裸足のまま山を越えて避難した経緯を丁寧に説明し
てくれた。

フィールドワーク4

宮城県石巻市雄勝町
阿部 晃成　雄勝町の雄勝地区を考える会 代表

雄勝町には、高さ 9.7 メートル、長さ 1.8 キロの防潮
堤がある。防潮堤をくぐって海側に出ると、海を眺
めることができる。復興を行うのは、被災地に住む
人たちだけでなく、近隣の自治体や別の地域に移り
住んだ元住人、行政や中央政府、復興を支援する各
国民が、共同で進めていくべきではないかと述べた。
町に内在していた問題が、震災によって浮彫りもし
くは深刻化する事例を挙げ、雄勝町の脆弱性や、女
川町との比較によって復興の考え方の違いなどにつ
いても言及した。

フィールドワーク５

平時と有事で分けた時、どちらでも持続可能でなければ、
社会にインストールできないという、社会問題をビジネス
で解決するための視点についてのレクチャーをした。その
後、ビジネスコンセプトを考えるための４つの価値（社会
価値・顧客価値・技術価値・事業価値）を利用したフレー
ムワークによって、自身のプランニングシートもう一度見
つめ直し、ビジネスアイデアをブラッシュアップするワー
クを個人で行なった。

社会的価値と経済的価値の両立
三上 淳　神戸大学 V.School 客員准教授

ワークショップ3

自助でできることは自助、共助でできることは共助、最後
に公助という補完性の原理について確認し、各自が想定し
ている事業について、三助が成立しているかを検討した。
非常時、平時の三助が災害によってどのような影響を受け
るか、また都市部や周辺部など地域特性を踏まえて公助（個
別計画）を考える必要性を学んだ。また、どこまでリスクを
とるのか、その線引きをどこに設定するのかは各自治体など
の判断に任せられるといった、地方分権化についても学んだ。

自助・共助・公助
石田 祐　関西学院大学 人間福祉学部 教授
友渕 貴之　宮城大学 事業構想学群 助教

ワークショップ2

中浜小学校は 3.11 の震災で津波に飲まれたが、屋上に避
難していた全員が助かった。これはさまざまな決断の積み
重ねの「結果」である。あの時の１つの判断が違っていれ
ば助からなかった、あるいは、助かったかもしれない。こ
こでは校舎を風化することも許容しながら極力「そのまま」
公開することがなされていることから、当時の避難者の
人々の避難の様を追体験した。

山元町震災遺構中浜小学校
本江 正茂　東北大学大学院 工学研究科 准教授

フィールドワーク６

震災遺構の保存には、忘れなければ耐えられないが、忘れ
てはならないという問題がある。とてつもない惨状を体験
した人には、トラウマとなってしまう。しかし、この経験
が忘れられて風化してしまうと、また同じ被害を繰り返し
てしまう。そこで「災害文化」という概念について説明し
た。災害は発生するものと認識した上で、災害が起きても、
それを乗り越える術を持った社会文化のことである。受講
生で車座になってこれまでの全行程を振り返って、フリー
ディスカッションを行なった。

被災の集合的記憶から災害文化の創造へ
本江 正茂　東北大学大学院 工学研究科 准教授

ワークショップ4

宮城セッション
講義 6 ／ワークショップ 2 ～ 4 ／フィールドワーク 3 ～ 6
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最終発表者一覧（順不同）

名前 所属 タイトル 内容

井上 朱理
神戸大学
経営学部

「防災助け合いゲーム」
を通じた小学生防災教育
の自分ごと化

震災発生時の子どもの生活変化に着目し、子ど
も自身の自助・共助を育む防災教育について検
討した。被災時に生じる困り人と、その困り人
を救う助け人の組み合わせを揃えるゲームを通
じて、子供に防災への興味・共感を抱いてもら
うことが狙い。

山根 陽花
関西学院大学
人間福祉学部

防災×デザインがつくる
レジリエント社会

言葉の壁による災害時の情報の解釈の差を問題
とし、情報のデザイン化を外国人と共に考える。
事業では、4 コマ漫画のストーリー性を活かし
て外国人が災害を論理的に理解し、事前認識を
高めることを目的とする。

高橋 琴美 
関西学院大学
人間福祉学部

ちいかれ

災害時に起こりうる子どもの心の 2 次ストレス
を親の心のケアを通して軽減させるため、平時
から親同士のコミュニケーションを取れる場の
提供をする。例えば、親が主体となり子どもと
カレー作りに参加することで親同士のコミュニ
ケーションを図る。

尾形 紗希 
関西学院大学大学院・
人間福祉研究科

働く世代とその居住地
をつなぐ従業員ボラン
ティアプログラムの導入

有事における地域コミュニティでの「共助」の
重要性を踏まえ、現行のボランティアプログラ
ムに「自分の地域で有事が起こった時のために」
という観点を追加する。職住分離の時代におい
ても従業員と居住地域が繋がることのできる環
境を創出する。

尾崎 琴菜
関西学院大学
人間福祉学部

備蓄銀行

災害時に食料調達が思うようにできないことを問
題とし、公助に食料を頼るのではなく自助で賄う
ことを重要視。平時は継続的に備蓄しておけるシ
ステム。有事は必要とする食料が素早く手に入る
システムが機能する「災害時の食料調達」のため
の事業。

本居 和弘
阪急阪神ホールディ
ングス株式会社

びちくッキー
（備蓄食品ギフト）

備蓄食品のクッキーを防災の日に大切な人へ贈
る文化を形成。一人ひとりの食品備蓄を実現し、
大切な人と定期的に防災について考える機会を
創出することで、自助強化に貢献する。

仙
台
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ッ
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仙台セッション

最終発表

特別

　仙台の起業支援を行うコワーキングスペース「enspace」にて、プログラムの総仕上げとして、
受講生全員が各々の事業計画について発表した。
　招待講評者として、以下の３名を迎え、意見交換をおこなった。

・筧 裕介 氏 ( 慶應義塾大学大学院システムデザイン・マネジメント研究科 特任教授 )
・早坂 昌彦 氏 ( 東北大学 産学連携機構スタートアップ事業化センター 副センター長・特任教授 )
・田中 惇敏 氏 ( 株式会社おかえり 代表取締役社長、子育てシェアスペースOmusubi 代表理事、　
  認定特定非営利活動法人 Cloud JAPAN 代表理事 )

　また、オブザーバーとして、小原 一泰氏（阪急阪神ホールディングス 人事総務室総務部長）
に参加いただいた。
　発表会は、中田 千彦氏（宮城大学 事業構想学群長・教授）よる開会のあいさつにて始まり、
６名の受講生による事業アイデアについてのプレゼンテーションがあり、長坂 徹也氏（東北大学 
副学長［社会連携・研究評価担当］／未来科学技術共同研究センター長・教授）よる閉会のあい
さつにて終えた。
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主催・協力

2023 年度「レジリエント社会の構築を牽引する起業家精神育成プログラム」は、

JST START 大学・エコシステム推進型 スタートアップ・エコシステム形成支援事

業の一環で実施しました。

主　催 宮城大学
 神戸大学バリュースクール
 関西学院大学
 京都大学
 東北大学
 新潟大学
 神戸大学高等教育院未来世紀都市学研究アライアンス

協　力 宮城県牡鹿郡女川町
 かもめソリューションズ
 パイロット・プラクティス株式会社
 北海道大学公共政策大学院防災政策研究ユニット
 学校法人リズム園はやきた子ども園
 安平町 ENTRANCE

発 行 日 2024 年 3 月 1 日
デザイン 株式会社オーバル
取材協力　合同会社プロジェクトノード　山田哲也

主
催
・
協
力
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今
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今後のプログラムについて

「レジリエント社会の構築を牽引する起業家精神育成プログラム」は、2019 年度

から 2021 年度まで文部科学省 EDGE-NEXT 事業の一環で、東北大学、北海道大

学、小樽商科大学、宮城大学、京都大学、神戸大学からなる EARTH on EDGE コ

ンソーシアムが中心となって企画・実施しました。この間、新型コロナウィルス

感染症が世界的に大流行し、2020 と 2021 年度はオンラインによるグループワー

クやフィールドワークを駆使して、プログラムを継続してきました。そして 2022

年度から JST START 大学・エコシステム推進型 スタートアップ・エコシステム形

成支援事業の一環で実施し、新たなフェーズに突入しました。今年度からは、関

西学院大学や新潟大学の教員もプログラムの設計・運営メンバーとして関わって

もらい、受講生へのサポート体制を一層充実させることができました。また、新

型コロナウィルス感染症が落ち着き、対面によるグループワークと現地でのフィー

ルドワークの時間を十分に取るために例年よりも実施期間を長くしました。その

ため、受講生には少し負担が大きくなったかもしれません。しかしながら、最終

発表の講評者からのフィードバックはとてもポジティブな内容のものが多くなり

ました。そして、社会人が受講生として参加したことにより、大学生と社会人の

交流も図ることができました。

来年度は、さらにステークホルダーを拡大することを図ります。本プログラムに

共感してくださる大学はもちろんのこと、企業や自治体の参加・協力を仰ぐことで、

より実践的なプログラムにしていきたいと考えています。また、同じく JST スター

トアップ・エコシステム形成支援事業の一環で実施する「価値検証フィールドワー

ク・プログラム」と連動したプログラム開発を進めることで、事業アイデアを実

行フェーズに移したいと考えている受講生へ自分の事業価値を検証できる機会を

提供したいと考えています。

本プログラムの趣旨に賛同くださる場合は、何卒ご支援・ご協力を賜りますよう

お願い申し上げます。レジリエント社会の構築を牽引するアントレプレナーを一

緒に育ててくださいますと幸いです。

レジリエント社会の構築を牽引する起業家精神育成プログラム

設計・運営メンバー一同
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